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1. はじめに 

  

※本基本方針の執筆時点（2020 年 3 月）で、「新型コロナウィルスの流行」に伴い

訪日旅行状況は大きく影響を受けているが、この報告書では、その影響について 

は、いったん除外し執筆する。  

  

    訪日外国人旅行者は、順調に増加し、2020 年の政府目標 4,000 万人達成に向けた

活動が続いている。また、国連世界観光機関（UNWTO）の推計 による世界の海外

旅行者数は、2018 年に 14 億人（前年比 105.4％）に達し、今後も大きな伸びが予測

されている（2030 年 18 億人）。中でも、アジア・太平洋地域に関しては、現在のシ

ェア 26％よりも、伸び率が大きくなりシェアも拡大すると予測されている。  

  

    一方、訪日外国人の消費額は、2017 年に年間 4 兆円を超え、その後も増加傾向に

ある1が、2020 年の政府目標 8 兆円には届かないことが予測される。各地では、訪日

外国人の消費額拡大に向けた様々な取り組みが行われている。その取り組みは、訪

日外国人一人当たり消費単価の拡大を目指し、「消費時間の拡大（ナイトタイムエコ

ノミー、滞在期間の延長など）」「高額消費（高級品の販売、体験メニュー等の高付

加価値商品の投入など）」である。訪日外国人客による地域への経済効果を高めるた

めにも、今後一層の地域での消費拡大への取り組みが望まれる。  

  

    本業務では、泉佐野市においてナイトタイムエコノミーを推進する場合の基本方

針を策定する。基本方針の策定に関しては、市の特性を踏まえた上で、地元をはじ

めとする国内の方々や国別のインバウンドの宿泊や訪問者等の分析も加味しなが 

ら、国や民間等のナレッジ集を参考に分析・調査を実施し、泉佐野市に相応しいだ

けでなく、自走可能なナイトタイムエコノミーを積極的に推進する方針の策定を目

指す。  

      

  

    

 

 

  
1

 2017 年４兆 4,162 億円、2018 年４兆 5,189 億円  
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2. 取組の背景 

 

（１）ナイトタイムエコノミーの定義や概要  

    基本方針策定の前提として、「ナイトタイムエコノミー」の定義について、先行事例

を整理し、本基本方針での定義を策定する。  

    ナイトタイムエコノミーの定義については、以下のように、観光庁をはじめ、各

種団体等が様々な視点から定義している。特徴を見ていくと、「夜だけではなく、早

朝までを含む」もの、「文化や体験を含む多様な楽しみ方を含む概念」ものであること

がわかる。  

  

  [主な団体のナイトタイムエコノミーの定義]  

      ・「夜間（一般には、日没から日の出まで）の経済活動のこと」（JTB 総研）  

  

・「18 時から翌日 6 時までの活動」「地域の状況に応じた夜間の楽しみ方を  

拡充し、夜ならではの消費活動や魅力を創出することで、経済効果を高める

ことを目標とする」（観光庁）  

 

・「居酒屋やナイトクラブなど、一般的に夜遊びをイメージするものだけでな

く、夜間医療や 24 時間体制で私たちの生活を支えるインフラなど、日没か

ら翌朝までに行われる経済活動の総称のこと」  

（国際カジノ研究所所長・木曽崇氏の定義）  

 

・「夜間の時間におこなわれる様々な活動を通じて地域の文化創生や発展、国

内外の人々への魅力訴求、消費拡大などにつなげる考え方」  

（トラベルボイス）  

 

・「地域の多様な資源を活用し、文化と経済に資する新しい夜の価値を創  

出」、「日本の各地域に存在する、新旧の多様な文化コンテンツは観光資源とし

て大きなポテンシャルを持っています。リピーターが増え、旅行スタイルも

モノ消費からコト消費にシフトする中で、これら地域資源を体験型観光に戦

略的に活用し、旅行消費額を伸ばし経済効果を上げていく。さらには世界と

の交流によって日本文化を磨きアップデートしていく。…大都市だけでなく

地方部においても、宿泊を伴う観光目的地に進化する上で重要な役割を担  
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うテーマであり、観光・文化による地方創生の切り札とも言えます」  

（一般社団法人ナイトタイムエコノミー推進協議会）  

 

    このような各団体の定義や特徴を踏まえ。本基本方針では、ナイトタイムエコノ

ミーについて、「泉佐野市の地域の魅力を開拓し、来訪者に、夜間~早朝（18 時~8 時）

の体験を楽しんでもらうことで、地域内での消費促進し、泉佐野市の地域振興に資

する経済活動」と定義する。  

  

  

（２）国内での官民等の取り組み状況  

    観光庁や地域観光関係団体等が中心になったナイトタイムエコノミーがはじまっ

ている。下表は、国内の主な取り組みである。ナイトタイムエコノミーは、訪日外

国人観光では、比較的新しい分野であるため、観光庁による推進施検討や事例紹 

介、議員連盟や経済界やコンサルティング会社がつくる団体からの提言など、事業

の方向性を示そうとするものが多い。また、試験的に実施しようとする各地域への

取り組みを支援する事業も行われている。  

    関西地域では、（公財）大阪観光局により、大阪市内のナイトクラブや夜のイベン

トと連携した取り組みや、着地型ツアーの中で夜のツアーの実施なども始まってい

る。また、高野山では、宿坊の宿泊者を対象にした「奥の院ナイトツアー」が実施

されており、外国人に人気がある。  
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観光庁が、2018 年度から実施している「最先端観光コンテンツ   インキュベータ 

ー事業」では、「文化や自然等の地域固有の観光資源や夜間の時間帯等を活用した体 

験型観光コンテンツを充実させ、より深い楽しみを旅行者に提供すること」を目標

とした地域の取り組みを募集し、2019 年度では 6 つの分野2を中心に 34 件を選定し 

ている。この６分野の中で「ナイトタイムエコノミーの推進」は下表の 13 件が選定

され事業が行われている。  

    選定されている事業は、東京都内大都市部での取組が多いが、富士吉田市、宮津

市、別府市など地方都市での事業や大阪での取組も選定されている。これらの案件

は泉佐野市のナイトタイムエコノミーの取り組みを考えるにあたり参考になる部分

もあると思われるので、第 4 章（先行事例研究）でその内容を検討する。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  
2

 分野は①地域固有の自然を活用した体験型観光サービスの提供と充実、②ビーチエリアの活用・消費促進、③ お

祭りの訪日外国人向け観光コンテンツとしての活用、④癒し（Relaxation）をテーマとした観光コンテンツの 造成、

⑤ナイトタイムエコノミーの推進、⑥最先端ICT を活用した地方誘客／観光体験の高付加価値化  
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（３）訪日外国人の嗜好  

    外国人旅行者の旅行情報検索サイト上位のトリップアドバイザーの「インバウン

ドレポート 2019」によると、「日本体験・ツアー」の分野で、ナイトライフを含むも

のは、前年比（2018/2017）66％の伸びを見せている。  

    また、個別体験の人気ランキングでも、上位 30 位内で「ナイトライフ」を含むも

のが 6 個ランキングされている。  
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（4）泉佐野市のインバウンド（宿泊、訪問者属性等の）状況  

  

泉佐野市では、多数の関西空港利用者が宿泊のため訪問している。訪日外国人宿 

泊に限定すると近畿圏では、大阪市、京都市に次ぎ３位の宿泊数となっている。（観

光庁「宿泊旅行統計調査」）大阪観光局の調査データを見ても、夜間（20 時~4 時） 

の外国人集積では、「リンクウタウン」が、大阪市内中心部以外での集積が確認できる

エリアとなっている。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

「宿泊者を街中に回遊させる」ことは、積年の課題であり、各種情報発信やプロ 

モーション施策が実施されている。（一社）泉佐野シティプロモーション推進協議会 

（地域DMO）の計画では、「泉佐野市には年間約 100 万人の延べ宿泊者があるが、

LCC 利用者が多く、早朝・深夜の到着、出発が多いため、市内での滞在時間が短 

く、宿泊施設から外出するとしても、コンビニでの買物など、短時間の消費が中心

である。このため、宿泊者数の多さに比して、市の経済への波及効果は限定的なも

のになっている。」「また、宿泊客にとっても飲食や日用品、土産品などの需要はつ 
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ねにあり、飲食店や物販サービスが豊富な“まちなか”への誘引、周遊による消費の

拡大を図ることが必要である」とされている。  

  

泉佐野市の総合戦略（H27 年泉佐野市まち・ひと・しごと 創生総合戦略）では、 

「観光による交流人口拡充」の項目で、「関西国際空港の玄関都市「泉佐野市」にお

いて、 観光客、特に 訪日外国人旅行者の受入環境を整備、及び周遊性・回遊性の向

上を促進 することにより、交流人口を拡充し、さらには 地域の消費拡大に取り組む

ことで、関西国際空港の利用促進と、地域資源を最大限活用した地域経済の活性化

を推進」と位置付けられている。  

  

人口 10 万人規模の中規模都市としての機能に加えて、飲食施設や宿泊施設の集 

積、中心市街地・山間部・沿岸部を併せ持つこと、大型商業施設や観光施設、産業

施設などの集客施設、文化・伝統的な資源や祭・催事、各種イベントの開催等、ナ

イトタイムエコノミーの開拓をするための、基盤となる条件や機能は存在すると考

えられる。  
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3. ナイトタイムエコノミーに取り組む意義 

  

（１） 泉佐野市がナイトタイムエコノミーに取り組み意義、目的の整理  

    前章のように、ナイトタイムエコノミーへの取り組みは、日本国内ではまだ始ま

ったばかりであるが、訪日外国人客からの体験（購入）ニーズは高く、国等の支援

策もある。また、泉佐野市は近畿圏内で有数の宿泊者数を誇ること、中堅都市とし

て小売、飲食をはじめとする諸機能の集積があることから、地域内回遊での消費が

発生する基盤がすでに存在する。  

泉佐野市がナイトタイムエコノミーに取り組む意義と目的は、日本有数を誇る 

「外国人宿泊者」の「街中への回遊」を促進することで、地域での消費を拡大する

ことで、泉佐野市の地域活性化を促進することである。  

  

（２）ナイトタイムエコノミー推進の波及効果  

    ナイトタイムエコノミーの推進は、地域への経済効果（夜間帯等の消費拡大によ

る直接・間接的な経済効果）だけではなく、地域の観光事業環境に以下のような波

及効果をもたらすと考えられる。  

① 夜時間帯等での、地域資源の新たな魅力（活用）を開拓（発見）でき

る。  

② （飲食店等）、従来は、ツーリストとの関係性が強くなかった層の観光事

業への参画が促進される。  
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4. 先行事例の研究 

  

    本章では、2 章（２）国内での官民等の取り組み状況で取り上げた、観光庁「「最

先端観光コンテンツ インキュベーター事業」の「ナイトタイムエコノミーの推 

進」分野で選定された案件と関西地域での事例を先行事例として、その特徴等を把

握するとともに、観光庁「ナイトタイムエコノミー推進に向けたナレッジ集」の中

から、国内外で人気のナイトタイムエコノミーのコンテンツやその分類について把

握する。  

  

（１） 日本国内を中心とした先行事例のリサーチ  

① 富士吉田市（山梨県）の取り組み  

・事業主体： 一般財団法人ふじよしだ観光振興サービス  

・事業名称：   新たなナイトタイムエコノミーの担い手を呼び込む空き店舗活

用事業  

・特徴： 富士登山で人気の河口湖エリア、その周辺にある西裏という

飲み屋街の外国人観光客に対する認知拡大に向けた取組み。

空き店舗を飲み屋として活用し、サイン看板の英語表記や、

多言語メニューの用意をすることで外国人観光客を受け入れ

る体制を地域一帯で整えた。英語 HP でも紹介。  

・考察： 従来からある「飲み屋街」を外国人にも利用しやすくするた

めの施策や地域一体としての情報発信施策は、泉佐野市でも

比較的容易に取り入れることが可能ではないかと考える。  
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② 大阪市での事例A  

・事業主体： OSAKA RIVER GO ROUND 実行委員会  

・事業名称： OSAKA RIVER GO ROUND！  

・特徴： インバウンド向けのナイトクルーズを実施。道頓堀から出て

いるクルーズ船を利用し、周辺のナイトスポットをパーティ

ー船でご案内、提携店舗への誘導を実施。忍者姿の DJ や  

「くノ一」ダンサーを使って、日本ならではの要素を盛り込

み他の観光船との差別化を図ることで、外国人観光客の方に

きたいと思わせるようなコンテンツづくりを行った。  

  ・考察：  この事例は都心部でのクルーズではあるが、ナイトクルー 

ズ、パーティクルーズに、外国人向けの演出を加えるという

スキームは、海沿いの地域である泉佐野市においても、検討

する可能性と価値はあるのではないだろうか。  

  

③ 大阪市での事例B  

・事業主体： 公益財団法人大阪観光局  

・事業名称： OSAKA Night Out（実証実験）  

・特徴： アミューズメント、飲食、ナイトクラブ、エステ・サウナと

いう夜間営業する異業種 19 店舗参加による回遊の可能性に

ついての実証実験。21 時以降も営業する店舗で構成。クー

ポンにより回遊促進し、WiFi を活用し、外国人の回遊可能

性等をリサーチした。  

・考察： 夜間に営業する異業種間の連携という視点は参考になると考

えられる。また、夜間の時間帯別によるモデルコースの提示

という点も参考にできる。  
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④ 大阪市での事例C  

・事業主体： 公益財団法人大阪観光局  

・事業名称： Deep Experience Osaka  

（ディープエクスペリエンスOSAKA）  

・特徴： 外国人観光客に大阪で参加できる体験やガイドツアーを専用

の旅行体験情報サイトで紹介。  

大阪府内のよく知られている観光施設だけでなく、地元の人

しか知らないような体験も多く掲載。サイトでは、英語、繁

体字、簡体字、韓国語、日本語に対応し、全てネイティブス

タッフが翻訳することで自然で正確な他言語情報を提供。  

        ◆大阪ならではの魅力的な体験やガイドツアーを掲載  

        ◆今すぐ予約できる体験や当日限定のお得なプランを掲載  

        ◆Deep Experience Osaka だけのコンテンツを掲載  

・考察： HP 内で紹介されている、「案内人付きの飲み歩きツアー」と

いう形態は、トリップアドバイザー等の人気体験にも入って

いることから、泉佐野市でも実施可能性の検討も有効であろ

う。情報発信では、上記サイト等と連携するなどの手法が有

効ではないかと考える。  
 

  

  

⑤ 京都府北部（海の京都エリア）での事例  

・事業主体： 一般社団法人京都府北部地域連携都市圏振興社  

（通称：海の京都DMO）  
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・事業名称： 海の京都インバウンド向けナイトコンテンツ創出事業  

・特徴： 地域の〝夏の風物詩〟である花火大会と併せて実施される 

「天橋立砂浜ライトアップ」に連携して展開。  

メニュー、スタッフ、ガイドの配置など外国人向けの「天橋

立ビーチサイドBAR」（8/31～9/1）、天橋立ライトアップを

船上から楽しめる「ナイトタイムクルーズ」（8/31・9/1）を

実施。  

・考察： 「花火大会」「ライトアップ」という既存の夜のイベントに

併せて、国内外からの来訪者向けのサービスを付加すること

で、消費促進をはかる試みは参考になる。実施に際しては、

既存イベント主催者が付帯イベントを実施する余力があるの

か、別の実施主体が必要なのかという運営に関する検討も必

要になろう。  

  

  

  

  

  

  

  

 

⑥ 高野山（和歌山県）での事例  

・事業主体： 株式会社 AWESOME TOURS（2 種旅行業）  

・事業名称： KOYASAN OKUNOIN CEMETERY NIGHT TOUR  

（高野山奥ノ院ナイトツアー）  

・特徴： 宿泊者を対象とした、ガイド付き「奥ノ院ツアー」。  

      集合は 19 時に各自集合だが、復路は送迎バスを付加。  

      宿坊に泊まっている外国人にも人気がある。  

・考察： 単独では行きにくい場所をガイド付きで体験できるツアーの

催行により体験可能にしている点が人気の要因である。  

「聖地」や「スピリチャルな場所」への訪問ニーズは、多数

あると想定されるため、泉佐野市内での可能性検討も有効で

あろう。  
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⑦ 別府市の事例  

・事業主体： 別府市  

・事業名称： 夜の観光コンテンツ創出ナイトタイムエコノミー事業  

「地獄の夜祭 BEPPU HELL‘S NIGHT」  

・特徴： 過去 4 回、海地獄が独自に開催し、好評だった「夜の海地獄」

を 2020 年も新たなストーリーで実施。国指定名勝「白池地

獄」、「かまど地獄」を加える形で、夜の観光消費の増加ねら

う。  

通常 17 時に閉園となる「地獄」を夜間帯に合わせた空間づ

くりをすることで、「地獄」本来が持つ幽玄美を更に引き立て、

昼間では決して見ることができないコンテンツへと変貌させ

る。同時に園外では「地獄夜祭屋台」を出店。  

・考察： 既存観光資源への入場時間延長（夜間ライトアップ）によ 

る、新たな消費の創出は、まったく新しい資源創出よりも制

作ハードルは低いと考えられる。また、夜ならではの演出 

（付加価値）を加えることで、昼夜２回来場も狙っているこ

とに着目したい。屋台出店による消費促進も参考になる。も

ちろん、夜間の観光資源へのアクセス手法についての検討は

別途必要となる。  
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（２） 国のナレッジ集の把握  

    観光庁「ナイトタイムエコノミー推進に向けたナレッジ集」（2020 年）の中では、

国内外で人気のナイトタイムエコノミーのコンテンツやその分類についてレポート

がされている。  

    「整備すべきコンテンツ３体系」として、A：（世界の）どのまちでもナイトタイ

ムに活用される主要コンテンツ＝共通コンテンツ、B：日本及びまち特有の観光資源

を活用したコンテンツ＝固有コンテンツ、C：官民及び事業者同士の連携により、ま

ち自体のプロモーション効果による活性化をはかるコンテンツ＝イベント型コンテ

ンツの３つとその例示が下表のようにあげられている。  

また、「訪日外国人の 4 つの観点」として、「日本の固有性」「地域との交流」「親近

感」「最先端」とその具体例が、下表のようにあげられている。  

    整備すべきコンテンツの中では「共通コンテンツ」「固有コンテンツ」、訪日外国人

の観点の中では、「日本固有性」「地域との交流」「親近感」については、泉佐野市内にお

いても、すでに存在するコンテンツであると考えられる。  
 

 

（３） ナイトタイムエコノミーの分類  

観光庁「ナイトタイムエコノミー推進に向けたナレッジ集」（2020 年）では、下

表のように分類し、「文化資源や自然資源など、各まちが保有する観光資源を最大限 
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利活用することが、訪日外国人が求める日本ならではのナイトタイムコンテンツを

整備するうえで効果的」であるとしている。  

泉佐野市においても、今後ナイトタイムコンテンツの具体化を進める上では、下

表のような分類で、活用できる観光資源の棚卸し、整理が望まれる。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

（４） ナイトタイムエコノミー推進に向けた課題  

観光庁「ナイトタイムエコノミー推進に向けたナレッジ集」（2020 年）では、ナ

イトタイムエコノミー推進に向けた課題について、以下の７分類と夜間統計の整備

であるとしている。仮に、泉佐野市内のホテルに宿泊している外国人を対象に、課

題を整理してみると、下表右部分のような課題となる。  
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5. 本実証実験や泉佐野市内調査（宿泊、飲食業）の結果 

本章では、2020 年 9 月に実施した「夜市」来場者のアンケート調査、泉佐野市内

のホテルへのヒアリング、飲食店へのアンケート調査結果について説明する。  

  

（１） 夜市来場者アンケート  

① 夜市の開催概要  

・実施日時： 2020 年 9 月 7 日（土） 18：00~22：00  

・会場： 泉佐野駅上名店街アーケード  

・概要： 外国人旅行者と地域の住民が交流できる街づくりを目的に

開催。  出店数 20店舗  来場者数 2,827名 

アーケードを泉州のタオルで飾り付けをし、地域の住民はじ

め、外国人旅行者にも日本の縁日や文化を感じてもらう。   

浴衣着付け体験や、折り紙体験、地域物産ブースや露店など

など。子供無料縁日ブース（小学生以下）もあり。  
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② 夜市来場者へのアンケート調査  

夜市来場者へのアンケートを実施した。（回答者数：53 名）  
 

 

回答者属性と各設問への回答結果は、上表のようであるが、20~40 代の男 

女層の来場があった。来場者の約 8 割は泉佐野市内からの参加となった。ま

た、認知経路では、チラシ・ポスター、友人・知人、SNS の順となったが、

いわゆる紙メディアと口コミ系メディア（友人・知人＋SNS）で比べると、

口コミ系メディアが、紙メディアを上回る結果となった。また、満足度では 

90％がやや満足以上の回答であり、「今後も夜市をもっと開催してほしい」 

「スイーツや日本文化、地酒、りんご飴」等のブース追加希望があった。  今

回は、泉佐野市内からの参加者が多かったが、「夜市」というナイトコン 

テンツは、訪日外国人目線での「地域との交流」を具現化するコンテンツで

ある。通常の参加者である地元からの参加者の満足度がアップすることは 

「地域住民が楽しんでいるまつりに参加できた」という感動を、訪日外国人

旅行者にも与えることにつながると思われる。  
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（２） ホテルヒアリング  

    訪日外国人の夜間の行動傾向を把握し、ナイトタイムエコノミー推進への可能性を

発見するため、泉佐野駅周辺とりんくうタウン周辺にあるホテルに対して、宿泊する

訪日外国人の傾向、チェックイン・チェックアウトの時間、可能性のありそうなナイ

トタイムエコノミーの時間帯やアクティビティについてヒアリングを実施した。  

なお、ヒアリング期間が 2020 年 2 月前半となり、2019 年夏より続く訪日韓国人の

大幅な減少傾向、2020 年 1 月下旬からの新型コロナウィルス流行の影響による中国

人団体旅行客の減少の影響については、排除した内容をヒアリングした。（ヒアリン

グ詳細は別紙参照）  

    また、ホテルヒアリングに関しては、基本方針策定のために、宿泊施設視点から

の訪日外国人客のナイトタイムエコノミー獲得の方向性を確認するためであったの

で、5 件のヒアリングとなっている。具体的な事業計画づくりのためには、市内各

ホテルへのヒアリングが必要なものと考える。  

  

① 泉佐野市ナイトタイムエコノミー取組の方向性（夜間）  

[市内ホテルヒアリングより]  

市内で外国人宿泊者の多いホテルにヒアリングした結果、「KIX からのゲスト（訪

日初日泊）」、「KIX に翌日向かうゲスト（訪日最終日泊）」ともに、夕方から夜にか

けてチェックインする傾向であった。22 時以降などの極端に遅い時間ではないこと

がわかった。  

また、「KIX からのゲスト（初日泊）」では、19 時頃から、「KIX に翌日向かうゲ

スト（最終日泊）」では、17 時頃からと、初日泊の方が少し遅めの時間のチェック

インとなっている。  

ナイトタイムのアクティビティ可能性がある時間のヒアリングでは、「22 時~25 

時」「22 時以降」「20 時~25 時」との意見であった。また、「まずは夕食の充実か 

ら」という意見や、「カラオケ店」「温浴施設」「焼肉店」のニーズがあるとの意見であっ

た。「ホテルスタッフが収集した飲食店情報を MAP にして配っている」施設もあっ

た。  

  

[上記結果よりの考察]  

19 時前後からの「夕食」及び 22 時以降の「夜食」をターゲットにした、ナイト

タイムエコノミー推進の取組が考えられる。宿泊する外国人の「夕食」「夜食」消費

の獲得・拡大を目標として、既存市内飲食店と連携した、取組の推進が検討でき 
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る。（日本的な食べ物、地元食材を使った料理、焼き肉・ラーメン、夜食、特徴的な

飲み物提供など）  

    この取り組みを推進するためには、既存店のインバウンド受入意向の確認、受入

環境整備（多言語メニュー、コミュニケーション、決済）、プロモーションの支援 

（旅行・飲食店系検索サイトへの掲載支援、ホテルでの告知ツール配布等）が必要

となると想定される。  

  

夕方～深夜帯でのアクティビティをターゲットにした、ナイトタイムエコノミー 

推進の取組が考えられる（カラオケ、温浴施設等）。宿泊する外国人の「夜間アクテ

ィビティ」の消費獲得・拡大を目標として、既存の市内夜間営業施設等と連携し 

た、取組の推進が検討できる。  

この取り組みを推進するためには、飲食店と同様に、意向確認、受入環境整備、 

（顧客の層や嗜好に合わせた）プロモーション支援が必要となると想定される  

  

② 泉佐野市ナイトタイムエコノミー取組の方向性（早朝）  

[市内ホテルへのヒアリングより]  

「KIX からのゲスト（訪日初日泊）」、「KIX に翌日向かうゲスト（訪日最終日 

泊）」ともに、7 時～8 時頃のチェックアウトが多いことが、ホテルへのヒアリング

からわかった。  

  

[上記結果よりの考察]  

チェックアウト時間が、全体的に早めであるが、早朝～朝の外国人宿泊者の消費

拡大の取組に際しては、市内の早朝～朝の対象資源の発掘が必要となる。また、そ

の対象資源運営者側の受入意向の確認や受入環境整備も必要となる。ホテルよりの

アクセス方法の検討が必要となる場合もありうる。  

「KIX からのゲスト（訪日初日泊）」に関しては、ホテルチェックアウト後の朝～ 

午前中の泉佐野滞在による消費獲得に関する検討も可能であろう。  
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（３） 飲食店アンケート  

ホテル事業者へのヒアリングより、最初に取組めそうなものは、19 時前後からの 

「夕食」及び 22 時以降の「夜食」をターゲットにした活動と想定されたので、実際

にその受け皿となる飲食店等の意識や現状、課題等を把握するため、アンケート調

査を実施した。  

① 飲食店アンケート調査の概要  

    泉佐野市内飲食店に対して、夜間の営業時間、決済環境、外国人利用動向、受入

れ意向、必要な支援策等を把握するため、アンケート（対面ヒアリング）調査を実

施して、34 軒の飲食店より回答を得た。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

② アンケート結果  

[夜間の営業時間]  

    回答のあった店舗の夜間営業修

了時間帯は、24 時台（24 時終了

を含む）が最も多い結果となっ 

た。25 時台、26 時以降の店舗も

存在する結果となった。  
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[外国人客の比率]  

・通常期間の外国人客の比率の設問では、10％が最も多く（10 店）、10％未満が続

いた（7 店）。１店ではあるが、60％との回答があった。（焼肉店）  

・外国人の認知経路についての設問では、「ホテルからの紹介」が 20.6％であった

が、「その他」回答で、「通行客（店の前を通った客が入る）」が４店、「SNS」や 

「インスタグラム」が各１店、「ドリンク券配布」「添乗員が連れてくる」が各１店と

の回答であった。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

[受入環境の整備状況]  

    ・メニューの多言語化が実施されている店舗は 26.5%（9 店）であった。整備さ

れているとの回答の中では、英語、中国語の整備が 8 店、韓国語は 3 店であった。  

  

・無料WiFi のある店舗は、23.5％（8店）であった。  
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・対応している決済環境では、「クレジットカード」が 64.7％、「スマホ決済」 

35.3％、「IC カードの電子マネー（交通系、流通系）32.4％、の順であった。中国系

の決済手法である「支付宝（アリペイ）」可能は、17.6％（6 店）、「微信支付（We  

Chat ペイ）可能は、0 店であった。  

・トイレについては、「洋式トイレ」があると回答した店舗は、82.4％であった。  
 

  

[今後の外国人受入れ意向]  

・今後の外国人客受入意向に関して 

は、「積極的に受け入れたい」35.3％、 

「受け入れたい」11.8％、  

「どちらでもない」26.5％となった。

受入れたい派の計が 47.1％に対して、 

「受け入れたくない」と「どちらでも

ない」の合計は 29.4％となっている。  

    受け入れ積極層への働きかけももち

ろん重要だが、どちらでもないと回答

した層への、働きかけによる積極派へ

の移行策も検討することが必要である

かもしれない。 
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・今後必要となる受入環境整備では、「メニューの多言語化」「店員の外国語対応」が、

上位となった。フリー解答欄では、「ポケトークを購入したい」というコメントもあった。  

 

 

③ 考 察  

一部の店舗を除き、外国人客比率の多くない飲食店が多いが、24 時台まで

営業している店舗も多数あり、宿泊客の夕食・夜食需要を獲得できる条件は

揃っているものと推測される。今後は、外国人客受入れ意向の強い店舗を中

心に、宿泊者へのアプローチ強化が、ナイトタイムエコノミー推進の第 1 歩

ではないかと考える。また、夜の賑わいの創出の観点からは、外国人受入意

向に「どちらでもない」と回答した店舗にも、態度兼用を促すような施策も

必要となろう。  
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飲食店からは、訪日外国人客の受入環境整備について、外国語メニューや

店員の外国語対応など、主にコミュニケーション分野の強化要望が強い結果

となっているが、「決済」「情報発信」などの環境整備の重要性も合わせて啓発

するような施策が望まれる。また、宿泊客のニーズ（問合せ）に直面してい

るホテルと飲食店との連携施策も必要であろう。  
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6. 泉佐野市として今後取り組むべきナイトタイムエコノミー事業の基本方針 

  

前章までの各種検討、考察を踏まえ、泉佐野市の特性に合わせた基本方針を策定

する。  

  

（１）泉佐野市のナイトタイムエコノミーの定義  

本基本方針では、ナイトタイムエコノミーについて、「泉佐野市の地域の魅力を開

拓し、来訪者に、夜間~早朝（18 時~8 時）の体験を楽しんでもらうことで、地域内

での消費促進し、泉佐野市の地域振興に資する経済活動」と定義する。  

  

（２） 泉佐野市のナイトタイムエコノミーへの取組みの指針  

① 泉佐野市内に宿泊している外国人旅行者を主対象にする。  

関西有数の訪日外国人宿泊者がいる特性をいかして、泉佐野宿泊者の夜間~深

夜、早朝の消費拡大を促進する。  

② 泉佐野市内の各種資源を活用する。  

既存観光資源の夜間活用、既存観光資源ではない資源の発掘・整理、活用方

法の検討、新たな付加価値の付与など、市内の各種資源を活用する。  

③ 持続可能な取り組みとする  

DMO や各種団体、民間企業、事業者、市民など各層の参画をはかるととも

に、持続可能な取り組みを目指す。  

  

（３） 事業推進のステップ  

① 取組可能なものから開始する。  

前章で検討した、「19 時前後からの「夕食」及び 22 時以降の「夜食」をター

ゲットにした、ナイトタイムエコノミー推進の取組」及び「夕方～深夜帯で

のアクティビティをターゲットにした、ナイトタイムエコノミー推進の取 

組」について、開始する。  

  

② ナイトタイムエコノミーで開発可能な活動の抽出。  

泉佐野市にある各種資源の中から、ナイトタイムエコノミーで開発可能な資

源を抽出し、ナイトタイムの活動（アクティビティ）とするには、どんな形

態がありうるのかを検討する。  
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③ 各活動の課題と解決策の検討  

抽出した活動を実施するための課題と解決策を検討する。検討に際しては、

持続可能性についても十分検討が必要である。  

 

④ KPI 等の設定についての検討  

各活動についての目標設定は必要であるが、泉佐野市全体としてのナイトタ

イムエコノミー推進のKPI 設定も重要となる。KPI については、定量的目標 

 としての「夜間消費額」（現在の夜間消費額データが必要となるが）、定性的

目標として「宿泊者の満足度」「市内事業者の満足度」などが想定できる。  

 

 

[参考]  

◆ ナイトタイムエコノミー活動（アクティビティ、コンテンツ）の抽出視点  

※以下のような視点（切り口）から、どんなアクティビティがあるのか、可能なの

かを抽出する。  

・共通コンテンツ（どのまちでもナイトタイムに活用される）  

・固有コンテンツ（日本・関西、泉佐野特有）  

・イベント型  

・文化資源  

・自然資源  

・通年可能、季節毎、月毎の可能なアクティビティ  

・既存の催事（祭り、イベント、歳時記）  

・施設や資源（既存/新設）でのアクティビティ実施可能性検討  

・外国人自主参加型、ナイトツアー型など参加形態別の検討  

（ナイトツアー型の場合は運営者も）  
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■事業アイデア  

各種事業検討のアイデア出しのきっかけとするため、現状での事業アイデアを記

す。（実現可能性、運営体制等は未検証）  

  

    〇飲食店（居酒屋、レストランなど）の夜間営業プロモーション  

（外国語メニュー、外国人歓迎サイン、店舗情報 MAP のホテルへの配布）  

  

〇飲食店の情報の整理とインバウンド受入支援  

・来訪者に来て欲しい飲食店とそうでない飲食店（地元利用だけでよい）に区分

けし、整理する。  

・インバウンドについては完全なメニュー作成支援、トリップアドバイザーやぐ

るなび掲載支援を手厚く行う。  

・決済やコミュニケーションに関するセミナーやツールの開発を行う  

  

〇時間帯別 泉佐野夜遊び情報の編集  

  

    〇寺、紅葉、などのライトアップ  

  

    〇祭り、花火大会などで、外国人も楽しめるプログラムづくり  

  

    〇朝市（漁港など）  

  

    〇ナイトタイムでのツアー や 早朝のツアー  

「大阪湾を一望、夜景観賞」  

・専用車で犬鳴山温泉へ、さらに林道を利用して犬鳴山七宝瀧瀧寺へ到着、

不動明王像のライトアップ行者の滝のライトアップ、  

（ライトアップはスタッフがその時だけスイッチを入れる）  

・その後さらに林道を上がり、粉河ハイランドパークへ、展望台にて夜景観賞  

・帰路は旅館ロビーでコーヒーと軽食で休憩（お買い物も少し）  

  

「泉佐野パブクロール」  

・一人でも参加 OK 世界のビールを泉佐野でのみ歩く（パブクロール）  
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〇早朝の街中散歩  

・泉佐野ふるさと町屋館を早朝に訪れて、日本の建築文化を知る。  

  

〇駅から１０分圏内にカラオケ（ボックス）店の誘致      

  

〇屋台スペースの創設  

  


